
VOL .39 S-2
Cefepimeの 産婦人科領域におけ る臨床的検討 547

Cefepimeの 産婦 人科領域 におけ る臨床的検 討

館 野 政 也

富山県立中央病院産科婦人科*

1)4例 の 産 婦 人 科 感 染 症 にcefepimeを 使 用 した 成 績 は 著 効3例,有 効1例 で 全 例 有 効 以 上

で あ っ た。 有 効 の1例 はCRP6+→+,ESR124→105で 菌 交 代(Enterococcus faecalis→

Candida)を お こ し た 症 例 で あ る 。

2)細 菌 学 的 に は4例 に4菌 種,5株 が 分 離 さ れ,全 例 が グ ラ ム 陽 性 菌 で,Staphylocoｃous

aureus1株coagulase negative staphylococci1株,E.faeoalis2株, Peptostzeptococcus

anaerobius1株 で あ っ た 。 そ の う ちE.faeoalis1株 がCandidaに 菌 交 代 した ほ か は,す べ て 消

失 し た 。

3)副 作 用 お よ び 臨 床 検 査 値 異 常 変 動 は1例 も 認 め られ なか っ た 。
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産婦人科領域 では,性 器の解剖学的 な性格上感染症

による疾患の頻度は高 く,日 常臨床において,か な り

の比重を占め るもの と思われ る。 しか し感染症の起炎

菌の同定は困難な場合が 多く,ま た閉鎖 された骨盤内

感染 症 では,嫌 気性 菌 の 混合 感染 も多い。最 近 は

Chlamydia trachomatisに よ る炎症 もしば しばみ られ

るようになってきている。産婦人科感染症の最近の傾

向 としては依然 としてEscherichia coliの 占め る割合

は大 きいが,グ ラム陽性菌 も見逃 してはならないと考

えられる。即 ち治療にあたっては広範囲抗菌スペ ク ト

ラムの抗生物質の使用が要求 される。

最近著者は,1981年 ブ リス トル ・マ イヤーズ研究所

株式会社 において開発 された注射用セファロスポリン

であるcefepime(CFPM)を 産婦人科感染症に使用す

る機会 を得 たので,臨 床効果な らびに副作用などにつ

いての検討を行った。

今回,著 者が臨床検討 した薬剤は,7位 の側鎖に α-

methoxyimino-aminothiazole基 が導入されたことで

抗菌活性,特 にグラム陰性桿菌に対す る抗菌活性が増

強 され,3位 側鎖のN-methylpyrrolidinium基 と2位

のcarboxyl基 との間で分子内塩 を作 るベ タイン構造

により,他 の抗生物質では感受性が特に低 いと言われ

ている緑膿菌 を含む グラム陰性菌の外膜透過性が充進

した。また,staphylococciやstreptococciな どの グラ

ム陽性菌にも有効であるとい う。従 って産婦人科感染

症に対 しては本剤の有効性が示唆される。

今 回,治 療の対象 とした症例は4例 で,4例 とも分娩

後の子宮内感染症例 である。本剤の投与方法は,本 剤

19を 生 食100mlに 溶解 し1時 間かけて点滴静注 し,

1日2回,1例 は4日,2例 は5日,1例 は6日 間の投

与 を行 った。臨床効果の判定は、臨床症状の改善 と細

菌学的効果の両方が認め られた場合 を著効、いずれか

一方に効果があった場合 を有効 とした。 また,投 与前

後に炎症の指標 となる白血球数,赤 沈,CRP等 と,臨

床症状,副 作用の有無等につ いての検討 を行 った。

4例 の本剤に よる治療成績は、Table1の ご とくであ

る。症例1は,分 娩後発熱 を強め,白 血球増多,赤 沈

の亢進,CRPの 強 陽性 を示 し,子 宮内容の培養 では

Enterococcus faecalis, Peptostreptococcus anaerobius

を認めたが,本 剤の使用により臨床症状が改善,臨 床

検査値 も著明に改善 し,し か も菌の消失を認めた。従

って症例1は 著効 と判定 した。臨床経過 をFig.1に 示

す。症例3お よび4も 同様 な子 宮内感染 の症例 で,

Table1の ご とく著明な改善が認め られ,著 効 と判定

した。症例4に ついては起炎菌 と思われ るS畝z2欝

が 消失 した。症例2で は症状の改善は見 られたが菌交

代があ り,有 効 と判定 した。臨床効果は,著 効3例,

有 効1例 で全例 有効以上 であった。細菌学的には4例

に4菌 種,5株 が分離 され,全 株が グラム陽性菌 で,

Staphylococcus aureus1株,coagulase negative sta-

phylococci(CNS)1株,E,faecalis2株, P.anaer-

obius1株 で あった。その内,E.faecalisの1株 が

Candidaに 菌 交代 したほかは全て消失 した。なお,副

作用,臨 床検査値異常変動 は1例 も認め られなか った。

産婦人科領域で取 り扱 う感染症は尿路感染症をは じ

め として極めて多く,し か も骨盤腹膜炎や子宮付属器
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Table 1. Clinical efficacy of cefepime

L-abd pain: lower abdominal pain CNS : coagulase negative staphylococci ND: not done

November, 1988

Fig. 1. Case no. 1, 27 y.o., intrauterine  infection

炎などは,起 炎菌に結びつ く菌の証明は不可能 である

場合が多い。しか し,起 炎菌 としてはE.coliが 主役 を

なしている場合がもっとも多く,こ の点から言えばグ

ラム陰1生桿菌に感受性の強い抗生物質の使用を第一 と

すべ きであろう。その他,検 出され る菌 としてはKleb-

siella pneumoniae,E.faecalis,さ らに最近は症例4に

見 られるようにSaureusな どが多 くなってお り1),グ

ラム陽性菌にも有効 な広範囲抗菌スペ クトラムの抗生

物質の使用を余儀な くされ る。 したがって,最 近の産

婦人科領域におけ る抗生物質の使用は,腸 内細菌群 を

含む広範囲のグラム陰性菌および一部の グラム陽性菌

に 対 して も有 効 な 抗 生 物 質 の 使 用 が 特 徴 と な っ て き て

い る2β)。 そ の 他,投 与 薬 剤 に 関 して は 臓 器 内 濃 度 分 布

の 問 題 も重 要 で あ る が,最 近 の 抗 生 物 質 は 本 剤 も含 め,

子 宮 内 膜,筋 層,子 宮 付 属 器,あ るい は 骨 盤 死 腔 液 な

どへ の 到 達 性 に優 れ て い る こ とが 知 ら れ て い る4～7)。今

回,著 者 は4例 と い う少 数 例 で は あ る が,子 宮 内 感 染

症 に 対 してCFPMを 使 用 し,ほ ぼ 満 足 す べ き 成 績 を

得 た。
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CLINICAL STUDIES OF CEFEPIME IN

THE FIELD OF OBSTETRICS AND GYNECOLOGY

Masaya Tateno

Department of Obstetrics and Gynecology,
Toyama Prefectural Central Hospital,
2-2-78 Nishinagae, Toyama 930, Japan

Cefepime, a new i.v. cephem
, was evaluated clinically in the field of obstetrics and gynecological

infections.

1) Clinical effects in 4 patients with obstetrics and gynecological infections were excellent in 3

and good in 1. In the good case (CRP 6+•¨+, ESR 124•¨105) bacterial substitution occurred.

2) Bacteriologically, 1 strain of Staphylococcus aureus
, 1 of coagulase negative staphylococci, 2 of

Enterococcus faecalis and 1 of Pseudomonas aeruginosa were isolated . 4 strains were eradicated and

1 strain of E. faecalis was substituted by Candida.

3) No side effects or abnormal laboratory findings were noted .


